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性あるいは不死性への疑問に対する反論 2.7 魂の不死性・不滅性 2.8 魂の不死性と魂
の多様性
第⚓節 不死の魂の住み家 3.1 裁かれる魂 3.2 宇宙と大地の形 3.3 翼をつけた旅







2 シミアスもケベスもピタゴラス派の哲学者・数学者ピロラオス（Φιλόλαος；Philolaos）（前 470 年頃生-前






































































9 前掲書『国家（下）』485B（21 ページ 12 から 14 行目）。







に数へ入れないことにしよう」と言う（掲書『国家（下）』486D（26 ページ 14 から 15 行目）。
14「そのような精神は，もって生まれた素質におのずから促されて，それぞれの真実在の実相へと容易に導か



































19 前掲書『パイドーン』62E（115 ページ 11 から 12 行目）。
20 前掲書『パイドーン』62E（115 ページ 14 行目）。
21 前掲書『パイドーン』63A（116 ページ⚘から⚙行目）。

































26 前掲書『パイドーン』65A（120 ページ⚙から 10 行目）。
27 前掲書『パイドーン』65B（120 ページ 17 から 18 行目）。
28 前掲書『パイドーン』65B（121 ページ⚑から⚒行目）。
29 前掲書『パイドーン』65B（121 ページ⚒行目）。
30 前掲書『パイドーン』65C（121 ページ⚙から 10 行目）。



























32 前掲書『パイドーン』65E（122 ページ 16 行目）。
33 前掲書『パイドーン』65E（122 ページ 16 行目）。
34 前掲書『パイドーン』66A（122 ページ 18 行目）。
35 前掲書『パイドーン』66A（122 ページ 16 から 18 行目）。
36 前掲書『パイドーン』66A（122 ページ 18 から 123 ページ⚑行目）。
37 前掲書『パイドーン』66A（123 ページ⚑から⚒行目）。
38 前掲書『パイドーン』66C（123 ページ 13 から 14 行目）。






































43 前掲書『パイドーン』67A（124 ページ 10 行目）。
44 前掲書『パイドーン』67B（124 ページ 13 から 15 行目）。
45 前掲書『パイドーン』67C（125 ページ⚖から⚘行目）。
46 前掲書『パイドーン』67D（125 ページ 18 から 126 ページ⚑行目）。
47 前掲書『パイドーン』67E（126 ページ⚖から⚗行目）。
48 前掲書『パイドーン』68A（126 ページ 10 から 11 行目）。
49 前掲書『パイドーン』68C（127 ページ⚔から⚕行目）。


































51 上掲書『国家（上）』439D（355 ページ⚗から 11 行目）。
52 上掲書『国家（上）』439E（355 ページ 16 行目）。
53 上掲書『国家（上）』440B（357 ページ⚒から⚕行目）





























57 前掲書『エピクロス─教説と手紙─』へロドトス宛の手紙（64（28 ページ 12 から 15 行目））。












































62 前掲書『パイドーン』78C（150 ページ 17 から 151 ページ⚓行目）参照。



































68 前掲書『パイドーン』79D（153 ページ 11 から 13 行目）。
69 前掲書『パイドーン』79D（153 ページ 15 から 17 行目）。
70 前掲書『パイドーン』79D（153 ページ 18 から 154 ページ⚑行目）。
71 前掲書『パイドーン』80A（154 ページ 11 から 12 行目）。ソクラテスは，神的なものが支配し，死すべきも
のが支配され隷属することに適していると仮想している。そして，魂は神的なものに，肉体はしすべきも








































（38 ページ⚙から 12 行目））。
75 前掲書『パイドーン』97E（190 ページ 18 から 191 ページ⚒行目）。
76 前掲書『パイドーン』97E（191 ページ⚒から⚓行目）。































80 前掲書『パイドーン』98B から C（191 ページ 16 から 18 行目）。ここのアイテール（澄明）は，ヘシオドス
の前掲書『神統記』において，カオスの子として挙げられている（『神統記』22 ページ 10 行目）。アナクサ
ゴラスは，事物の原因として多数の原因があると提唱している。その原理とした「「同質部分的なもの




まり存する」とアリストテレスは語る（前掲書『形而上学（上）』984a10 から a20（34 ページ⚗から 10 行
目））。
81 前掲書『パイドーン』98E（192 ページ⚙から 10 行目）。ここでホモイオメレーとは，各部分が同様であるも
の，という意味である。たとえば，水がそのいずれの部分においても同質であるように。
































85 前掲書『パイドーン』99C（193 ページ⚘から 12 行目）。
86 前掲書『パイドーン』99E（194 ページ⚕行目）。




91 前掲書『パイドロス』245E（57 ページ⚙から 10 行目）。








































































98 前掲書『パイドーン』72Dから E（137 ページ⚙から 10 行目）。
99 前掲書『パイドーン』75D（144 ページ 11 から 14 行目）。

































101 前掲書『パイドーン』76D（146 ページ 14 から 15 行目）。
102 前掲書『パイドーン』75B（143 ページ⚘から⚙行目）。































105 前掲書『パイドーン』77B（148 ページ⚙から 10 行目）。
106 前掲書『パイドーン』77D（149 ページ⚗から⚘行目）。
107 前掲書『パイドーン』80D（156 ページ⚒から⚓行目）。
108 前掲書『パイドーン』80Dから E（156 ページ⚔から⚖行目）。
109 ソクラテスは，魂が一切肉体的なものとの接触を断つ状態を清浄な状態と呼んでいる。
110 前掲書『パイドーン』81A（156 ページ 15 から 17 行目）。
111 前掲書『パイドーン』81A（156 ページ 18 行目）。
112 前掲書『パイドーン』81B（157 ページ⚓から⚘行目）。








































116 前掲書『パイドーン』81E から 82A（158 ページ 11 から 12 行目）。
117 前掲書『パイドーン』82A（158 ページ 15 から 16 行目）。
118 前掲書『パイドーン』82B（159 ページ⚓から⚕行目）。
119 前掲書『パイドーン』82C（159 ページ 11 から 12 行目）。
120 前掲書『パイドーン』83B（161 ページ⚗行目）。







































128 前掲書『パイドーン』92B（178 ページ 12 から 13 行目）。

































130 前掲書『パイドーン』100B（194 ページ 18 から 195 ページ⚑行目）。
131 前掲書『パイドーン』100D（195 ページ 14 から 16 行目）。
132 前掲書『パイドーン』100D（195 ページ 16 から 17 行目）。
































134 数字⚓について，ここでの前提についての説明は前掲書『パイドーン』103E から 104Aから B（203 ページ
⚑から 14 行目）参照。
135 前掲書『パイドーン』103C（201 ページ 15 行目）。
136 前掲書『パイドーン』105A（206 ページ⚒から⚔行目）。
137 前掲書『パイドーン』106B（209 ページ⚖から⚗行目）。





































141 前掲書『ハイドーン』107D から E（212 ページ⚙から 12 行目）。
142 前掲書『パイドーン』107D（212 ページ 12 から 14 行目）。
143 前掲書『ハイドーン』108A（213 ページ⚒から⚓行目）。
144 前掲書『ハイドーン』108C（213 ページ 11 から 12 行目）。





























146 前掲書『ハイドーン』108B から C（213 ページ⚖から 10 行目）。
147 プラトン著（加来彰俊訳）『ゴルギアス』523Aから B（236 ページ⚑から⚓行目）。





























ラトン著（山種恭子訳）『ティマイオス』30B（32 ページ 15 行目））。プラトンは，宇宙の造り主は，何に似
せて宇宙を作ったのかと問い，神が自分自身に似ている，一個の可視的な生き物として構築したと回答し
ている（上掲書『ティマイオス』30 から 31A（33 ページ⚒から 34 ページ⚔行目）参照）。



























が浅い窪みがあった（前掲書『パイドーン』111C（218 ページ⚙から 12 行目）参照）。
158 前掲書『パイドーン』109B（214 ページ 18 から 215 ページ⚑行目）参照。
159 前掲書『パイドーン』109D（215 ページ 11 から 13 行目）。








































164 前掲書『パイドーン』110B（216 ページ 11 から 12 行目）。
165 前掲書『パイドーン』110C から D（216 ページ 18 から 217 ページ⚒行目）。














































その同書 725（92 ページ⚙から 10 行目）には，「青銅の鉱床は，大地から九日九夜も落ちつづけて十日目に
ようやくタルタロスにとどくであろうからである」とある。
タルタロスは，カオス，ガイア，エロス，と共に生まれた原初の神である。
173 前掲書『パイドーン』112B（219 ページ 10 行目）。
174 前掲書『パイドーン』112B（219 ページ 10 から 11 行目）。
175 前掲書『パイドーン』112B（219 ページ 15 行目）。
































178 前掲書『パイドーン』112D から E（220 ページ⚖から⚘行目）。
179 へロドス著（松平千秋訳）『歴史（中）』第⚔巻⚘（11 ページ 14 から 15 行目）に，「このオケアノスは陽の
昇る地点に源を発して全陸地をめぐって流れている，とある。

































182 前掲書『パイドーン』113E から 114A（221 ページ 18 から 222 ページ⚘行目）参照。
183 前掲書『パイドーン』114Aから B（222 ページ⚙から 11 行目）。
184 前掲書『パイドーン』114C（222 ページ 16 から 18 行目）。
185 前掲書『パイドーン』114C（223 ページ⚓から⚔行目）。
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